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取扱った第 I 編 (4 章) ，ブロンズボンド砥石の性能を理論的，実験的に論じた第 E 編 (6 章〉とそ
れらの結果をまとめた総括とよりなる。
序言ではダイヤモンド砥石に関する研究の現状と問題点を論じ，本研究の意義を示した。
第 I ・ 1 章の序章ではダイヤモンド砥粒の性質，性能を知ることが工業上極めて重要であるにもか
かわらず，ほとんど未知であることを指摘し，それらを解明することの意義を明らかにした。
第 1 . 2 章ではダイヤモンド砥粒の静的圧壊試験についてのベ，静的圧壊強さは粒経にほぼ比例し
て増大するが，かなり広くばらつくことを示した。また， A硫粒よりも強度的にはるかにすぐれている
ことを明らかにした。




第 I ・ 4 章では，試作した高速微小量，瞬間引っかき装置による実験についてのベ，ダイヤモンド
切刃は，被削材の降伏圧力にほぼ等しい圧力で接触しながら，切刃輪廓に近い断面形状の溝を被削材




第 n . 1 章ではダイヤモ γ ド砥石の研削性能研究の現状と問題点を論じ，性能解析のためにとるべ
き方針を示した。








第 E ・ 4 章では研削抵抗を取扱し、，まず研削抵抗と研削条件の関係を定性的に説明する理論式を導
いた。次に実験によって，研削抵抗に対する研削条件の影響は理論式から推定されるように，研削量
に対する影響と類似しているがその影響度が小さいことを明らかにした。
第 E ・ 5 章においては，主としてダイセモンド砥粒の損耗形態の顕微鏡的観察を行ない，砥石の切味
低下は主として研削熱にもとづく硫粒切刃のすりへり摩耗によるものであること，また細粒砥石にお
ける切味低下は結合材の干渉作用によって促進されることを明らかにした。












たって述べている。第 E 編では，第 I 編の結果と関連づけながら，ブロンズボンド砥石の研削性能に
(関して，理論的に実験的研究した結果を 6 章にわたって記述してしる。
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第 I ・ 1 章では，ダイヤモンド砥石の性質，性能を知ることが，ダイヤモンド砥石の研削性能を究
明するに当り極めて重要であるにもかかわらず，ほとんど未知であることを指摘し，その解明の意義
を述べている。
第 1 . 2 章では，ダイヤモンド、砥粒の静的圧壊試験について述べ，静的圧壊強さは粒径にほぼ比例
して増大するが，かなり広い分布をもつことを示し，また酸化アルミニューム系砥粒よりも強度的に
はるかにすぐれていることを明らかにしている。




第 I ・ 4 章では試作した瞬間，高速微小量引っかき装置による実験について述べ，ダイヤモンド砥
粒切刃は被削材の降伏圧力にほぼ等しい圧力で接触しながら，切刃輪廊に近い断面形状の溝を被削材
上に形成しつつ研削を行なうこと，また切込 2 '"'"'20μ の範囲での比研削抵抗には寸法効果のあること
などを明らかにしている。さらに，同じ装置を用いてダイヤモンド、砥粒の切味についても検討して
し、る。
第 E ・ 1 章では，ダイヤモンド砥石の研削性能研究の現状と問題点を論じ，性能解折のためにとる
べき方針を示している。












第 n. 5 章においては，主としてダイヤモンド砥粒の損耗形態の顕微鏡的観察を行ない，砥石の切味
低下は主として砥粒のすりへり摩耗によるものであり，これは研削熱にもとづくものであることを第
n . 4 章の結果から推論している。また細粒砥石における切味低下は結合材の干渉作用によって促進
されることを明らかにしている。
第 E ・ 6 章では，砥石目直しに関する実験的研究を行ない，完全な切味回復に要する目直し量には臨
界値のあることを見出し，また硫石面の顕微鏡観察によって，目直しの機構として，摩耗低粒の除去
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及び部分破砕，砥粒の被削材へのくい込みに有害な結合材の除去そして砥粒摩耗面の目立てなどがあ
ることを議じている。
総括においては以上の研究で明らかになった事柄の要点をまとめて記述している。
本論文は，近時超硬工具などの研削に多用されるようになったにもかかわらず，不明な点の多いダ
イヤモンド砥石の研削性能に関して，理論的，実験的に詳細な研究を行ない基本的特性を明確に示し
たものである。特にダイヤモンド砥粒の強度特性ならびに研削作用を明らかにし，これに基づいて行
なった，研削量，研削仕上面あらさなどに関する理論的，実験的研究，更には砥粒挙動の微視的観察
結果はダイヤモンド砥石の研削性能把握に対して適切な資料を与えるもので研削工学上資するところ
大である。またこれらの結果はダイヤモンド砥石の製造ならびに使用に対して明確な指針を与えるも
のであり工業的にも寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として十分価値のあるものと
認める。
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